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第７章 集めた素材を活用しよう 

～事実や意見に対する自分の意見をまとめる～ 
 

■ 本章の目的 

これまで、レポートの作成方法と様々な資料の探索方法を学んできました。この章では、

様々な資料から集めた事実やデータを、レポート本文に利用する方法である「引用」を学

びます。レポートを書く際のルールであり、説得力を高めることにもつながりますので、

正しい引用方法を身につけましょう。引用した文献の詳細情報は、リストにまとめて記述

します。リストの基本的な記述方法もマスターしてください。 

 

レポート作成の手順                                

 

 

 

 

 

 

 

（第 1章 1.3レポートの作成手順 より） 

１．文献から集めた素材を活用しよう                     

1.1 レポートの論述の基本形式 

第 6 章で学んだように、レポート中の 1 つの章は「事実やデータと、それに対する自分

の見解や考察」で構成されています。「事実やデータ」のみを並べても、調べただけのレポ

ートになってしまいます。反対に「自分の見解や考察」のみだと、そう述べるだけの根拠

に乏しく説得力がありませんし、感想文や想いを綴っただけになってしまう危険性もあり

ます。論理的で説得力があるレポートのために、まずは基本の形を覚えましょう。 

 

 

 

 

 

   

 

（第 6章 2.2文章のまとまりの構成を意識する より） 

データ① 

データ② 

考察結果 

パラグラフ① 

パラグラフ② 

パラグラフ③ 

章 
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1.2 素材活用のために「引用」というテクニックを覚えよう 

これまで、レポートの作成方法と様々な資料の探索方法を学んできました。探した図書

や雑誌論文、新聞記事、統計資料を読むことで得られた「事実やデータ」は、様々な文献

から得られたいわばレポートの素材・材料です。この集めた素材を実際のレポートに記述

していく際に必要になるのが、「引用」というテクニックです。自分が努力して集めた情報

をきちんと読み手に評価してもらうため、正しい引用方法を身につけましょう。 

 

2．引用とは～信頼性と説得力を高めるために～                

2.1 引用の目的と効果 

「引用」とは、様々な文献から得た事実やデータ、意見などを自分の文章の中で紹介す

ることを指します。引用は、ただやみくもに行うのではなく、自分の主張のオリジナリテ

ィをアピールする、自分の主張の根拠とする、自分の主張を補強するために行います。信

頼性の高い情報を効果的に引用すれば、レポートの説得力を高める効果があるのです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 引用文献と参考文献の違い 

 「引用文献」や「参考文献」という言葉を聞いたことがあると思います。第 3 章でも参

考文献リストを使った検索を学びました。分野によっては両者を区別せずに「参考文献」

と呼ぶこともありますが、ここで改めて整理しておきましょう。 

引用文献は、レポートの本文中で言及した文献を指します。参考文献は、レポートの本

文で言及はしていないが執筆の過程全体を通じて利用した文献を指します。 

この章では、引用を正しく行う技術を身につけてもらうためにも、引用文献と参考文献

を区別して扱います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①オリジナリティを高める  

②自説の根拠にする  

③自説の応援団にする  

④自説の仮想敵にする   

 

引用の目的 1)  

 

信頼性、説得力の向上 

正しく引用することの効果 

 

引用文献：レポートの本文中で言及した文献 

参考文献：レポートの本文で言及はしていないが、執筆の 

過程全体を通じて利用した文献 

 

※両者を区別せずに「参考文献」と呼ぶこともある 

引用文献と参考文献の違い 
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3．正しい引用とは～レポートや論文の基本ルール～              

3.1 引用の条件  

引用を行う時は、引用する他の資料を正確に理解し、著作権法で定められている以下の

引用の条件を満たす必要があります。正しく引用を行うことは、文章を書く際の基本的な

ルールです。 

引用した文献を示さずに、他人の文章を本文中に書くこと（いわゆるコピペレポート）

は盗作・剽窃(ひょうせつ)にあたるもので、絶対に行ってはいけません。引用するときには、引

用だとはっきりわかるように書き、必ず引用した文献の情報（出典）を明記してください。 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 引用文献の示し方 

 引用を行った時には、引用箇所と引用文献リストに、引用した文献の情報を記述する必

要があります。引用した文献の示し方には、「著者名・発行年方式」と「引用順方式」があ

ります。 

学問の分野や指導教官によってどちらの方式を採用するかが異なるので、レポートを課

された時に指示があればそれに従ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①引用の必然性があること  

②自分の文章が主で、引用が従であること  

③自分の文章と他人の文章を括弧でくくるなどして、区別をすること  

④引用した著作物の出典を書くこと       

引用の条件 2) 

 

…本文での引用箇所に著者名と発行年、ページを記述し、引用文献リス

トには著者名・発行年順に文献を記述する 

 

例)   酒井(2007, P. 138) は、「ある特定の文献のおかげで知り得たことなの

で、引用が必要である」と述べている。 

 

＜引用文献＞ 

酒井聡樹. これからレポート・卒論を書く若者のために. 共立出版, 2007, 

p. 138. 

著者名・発行年方式 

 

…本文での引用箇所（著者名か引用文の後）に引用順に番号を振り、引

用文献リストにはその番号順に文献を記述する 

 

例)   酒井 1) は、「ある特定の文献のおかげで知り得たことなので、引用が必

要である」と述べている。 

 

＜引用文献＞ 

1)酒井聡樹 . これからレポート・卒論を書く若者のために . 共立出版 , 

2007, p. 138. 

 

引用順方式 
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3.3 引用文の作成方法 

引用の条件にもあったように、引用する時は自分の文章と他人の文章を区別して記述す

る必要があります。引用文の長さによって、引用文の作成方法が異なるので注意してくだ

さい。引用文の作成方法も学問の分野によって異なる場合がありますが、この章では「引

用順方式」での一般的な記述方法を紹介します。 

 また、引用するときには下記の表現がよく使われます。自分の考えなのか、他人の考え

なのか区別ができるように文章表現でも工夫してみましょう。 

 

（例） ・ ○○ によると、    「▲▲▲▲▲▲」 である。 

・ ○○ は、        「▲▲▲▲▲▲」 だと述べている。 

     ・ ○○ は、        「▲▲▲▲▲▲」 だと指摘している。 

 （引用文献の著者や情報源） （引用文献の著者の考えや、事実やデータ） 

 

 

（1）引用文が短い場合 

「 」を使って本文中に埋め込みます。「 」の中は引用文献の記述をそのまま書きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国人力士は、単に外国人だから強いというわけではない。その点について中島隆信

は次のことを指摘している。「小錦、曙、武蔵丸のハワイ出身力士に共通することは、

（中略）いずれもハイスクール時代にアメリカンフットボールやバスケットボールで鍛え、

しかも選抜要員に選ばれるくらいの名選手であったのだ」1）。このことは、… 

 

 

<引用文献> 

1)中島隆信. 大相撲の経済学. 東洋経済新報社, 2003, p. 62. 

2)武田頼政. 大相撲改革論. 廣済堂あかつき出版事業部, 2011, p. 190. 

この問題は「唱和(ママ)50 年代の終わり頃から表面化し、新聞等でも報道され始め

た」1）といわれ 、このことは… 

 

 

 

<引用文献> 

1)XXXX. YYYY. AAA 出版社, 2002, p. 151. 

2)酒井治郎. 二一世紀初頭十年の大相撲 : 無気力相撲と不祥事・難題続出に寄せて.   

2011, 文芸社, p. 245. 

引用文は、そのまま引用
するのが大原則ですが、
やむを得ず一部分を省略
したい時は「（中略）」や
「（・・・）」などの記号
を入れます。 

出典に明らかな誤字・脱字等があって
もそのまま引用するのが基本です。た
だし、出典のまま引用していることを
示すために、横か上に小さく「(ママ)」
という記号を入れます。 
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（2）引用文が長い場合 

引用文の前後を 1 行空け、さらに左側に 2～4 文字分空白をとり、引用文献の記述をその

まま書きます。「 」は必要ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）要約して引用する場合 

引用を行う時は、必要な部分のみを正確に行うというのが大原則です。もし要約して引

用する場合は、引用文献の著者の主張を歪めたり、読み手に誤解を与えたりしないように

してください。また、どこからどこまでが引用かわかりにくくなるので注意が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用箇所の前後を1 行空ける 

引用箇所の前後を1 行空ける 

大相撲における八百長について、朝日 1)は、相撲のスポーツとしての側面を否定し、その存在意

義を揺るがす致命的な行為であると指摘している。 

 

 

 

<引用文献> 

1)朝日のぼる. YYYY. AAA 出版社, 2002, p. 151. 

…について、次の新聞記事を参照してみよう。 

 

  国技館が蔵前から両国に移った８５年当時は千代の富士の全盛期で、９０年代も

若乃花・貴乃花の兄弟フィーバーに沸き、９０年初場所から９７年夏場所初日まで

は、満員御礼が途切れない活況が続いた。しかし、景気悪化もあって９８年ごろから

残券が増え、暴力問題で朝青龍が引退に追い込まれた２０１０年初場所後は、一

日平均で２０００枚以上が売れ残った 1)。 

 

つまりここでは原因とされるのは、… 

 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

<引用文献> 

1) 大相撲秋場所 国技館 連日の不入り 八百長、震災、不況…. 読売新聞. 

2011-9-17, 東京夕刊, p. 13. 

引
用
箇
所
の
左
側
を
２
～
４
文
字
下
げ
る 
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（4）文献の存在を示す場合 

引用文献の内容は紹介せずに、参照した文献の存在を示す場合もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．引用文献・参考文献リストの書き方                     

4.1 文献リスト作成のタイミング  

 文献リストはレポートの最後に付けますが、作成のタイミングも最後である必要はあり

ません。テーマを絞り込んで扱う問題を見つけるとき、着眼点を探すとき、自分の仮説を

証明する根拠を探すとき、それぞれの時点で参考になりそうな資料を見つけたらひとまず

リスト化しておきましょう。そうすれば、何度も同じような検索をする必要がなくなりま

す。その後、執筆の課程で結局読まなかった資料や、レポートに使わなかった資料があっ

たらリストから取り除き体裁を整えてください。提出前には、指定された形式に合ってい

るか、記載漏れがないかなどの最終チェックも忘れずに行いましょう。 

 

4.2 文献リストに必要な要素と記述方法  

 引用文献・参考文献リストには、読み手がその文献にたどり着くのに十分な情報を書く

必要があります。文献の情報がきちんと示されていれば、読み手は「これを根拠にして言

っているのか」と納得することができます。また、疑問に思うことがあった場合には、そ

の文献の内容を実際に確認することもできます。書くべき情報は文献の種類によって異な

りますので、例を参考に必要な要素を漏れなく記述してください。 

 また、分野によって各要素の記述方法や順序にも違いがありますが、1 つの文献リストの

中では統一した記述にするようにしましょう。 

 なお、ここでは SIST02 と呼ばれる文献リストの書き方についての基準に準拠して、一般

的な書き方を説明します。レポートや卒業論文を書く際に形式が指定されているときはそ

の指示に従ってください。 

 

＜参考文献リストの例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

この問題の取り組みに関しては、中島 1)や武田 2)の研究がある。… 

 

 

<引用文献> 

1)中島隆信. 大相撲の経済学. 東洋経済新報社, 2003, p. 62. 

2)武田頼政. 大相撲改革論. 廣済堂あかつき出版事業部, 2011, p. 190. 

1) 堂本暁子, 岩槻邦男編. 温暖化に追われる生き物たち. 東京, 築地書館, 1997, 421p. 

2) 宮本憲一. 環境問題と現代社会：維持可能な発展と日本の経験. 環境と生態系の社会学.  

岩波書店, 1996, p. 13-55. 

3) 原沢英夫. 顕在化しつつある温暖化影響とその予測. 資源環境対策. 1998, vol. 34, no. 5,    

p. 448-454. 

4) 独立行政法人国立環境研究所.地球温暖化と健康. 

http://www.nies.go.jp/impact/index.html,（参照 2009-12-19）. 
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＜注意点/基本ルール＞ 

・記号の半角/全角とスペースの有無について明確な決まりはありませんが、リスト中では

どちらか一方に統一してください。日本語と外国語の文献が混ざっている時は、記号と

スペースを半角に揃えるのが一般的です。例では、カンマ（,）やピリオド（.）等の記号

を半角にし、▯の位置に半角のスペースを入れています。 

・2 行以上になる時は、2 行目以降を 1～2 文字分下げるのが一般的です。例では全角 1 文

字分下げています。 

 

＜文献の種類ごとの例＞ 

① 図書（全体を参考にした場合） 

 

 

（例）阿部兼也.▯魯迅の仙台時代.▯改訂版,▯仙台,▯東北大学出版会,▯1999,▯383p.       

（例）菊池勇夫,▯斎藤善之編.▯交流と環境.▯清文堂出版,▯2012,▯356p.,▯(講座東北の歴史  

     第 4 巻).  ▯                                 

・著者や編者が複数いる場合、はじめの著者名の後に「ほか」を付けて記述し、その他の

著者名を省略することができます。カンマ（,）で区切って全ての著者を書いてもかまい

ません。 

・編者名や翻訳者、監修者には、名前の後に「編」「訳」「監修」を付けます。 

・初版の場合、版表示は省略可能です。また、出版地も省略可能です。 

・複数の冊子全体を参照した場合は、総ページ数の代わりに冊数を記載します。 

・総ページ数を記載する時は、ページ数の後に「p.」を付けます。 

・シリーズ名があるときは、シリーズ名を丸括弧（ ）に入れて最後に記載します。 

 

（一部を引用・参照した場合） 

 

 

（例）泉忠司.▯論文&レポートの書き方.▯青春出版社,▯2009,▯p.▯208.    ▯                                                       

（例）宮本憲一.▯“環境問題と現代社会：維持可能な発展と日本の経験”.▯環境と生態系    

    の社会学.▯岩波書店,▯1996,▯p.▯13-55.                             

・引用・参照した一部分のページ数を記載する場合は、「p.」の後にページ数を記載しま

す。参照したページが複数ページにわたる場合は、はじめのページと終わりのページを

ハイフン(-)でつなぎます。 

・1 つの章や節を参照した場合は、章や節の見出しをダブルクォーテーション(“ ”)で囲ん

で著者名と書名の間に入れます。 

 

①  雑誌論文 

 

 

（例） 田中耕一.▯構造解析のための MALDI-TOFMS.▯島津評論.▯1997,▯vol.▯54,▯   

   no.▯1,▯p.▯9-16.                                                            

・巻数と号数は、まとめて 54(1) のように記述してもかまいません。その場合、巻数がな

く号数のみの時は (1) のように記述します。 

・電子ジャーナルを利用した際は、入手先の URL と参照した日付も記載してください。 

 

著者名.▯書名.▯版表示,▯出版地,▯出版者,▯出版年,▯総ページ数,▯(シリーズ名). 

 

著者名.▯論文タイトル.▯雑誌名.▯出版年,▯巻数,▯号数,▯ページ数.▯URL,▯(参照日).

付). 

著者名.▯“章の見出し”.▯書名.▯版表示,▯出版地,▯出版者,▯出版年,▯ページ数. 
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③ ウェブサイト 

 

 

（例）東北大学附属図書館.▯“東北大学生のための情報探索の基礎知識”.▯       
    http://www.library.tohoku.ac.jp/mylibrary/tutorial/,▯(参照 2013-11-4).       

・ウェブサイトを引用する場合は、入手先の URL や参照した日付も明記します。 

・ウェブサイト名が著者名と同じ場合、ウェブサイト名は省略可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④新聞記事 

 

 

（例） 大相撲秋場所 国技館 連日の不入り 八百長、震災、不況….▯読売新聞.▯   

     2011-9-17,▯東京夕刊,▯p.▯13.▯ヨミダス歴史館,▯                

     https://database.yomiuri.co.jp/rekishikan/,▯(参照 2013-11-17).                   

・記事の執筆者名が不明な時や、朝夕刊の区別がない新聞の場合は、それらの項目は省略

可能です。 

・新聞記事データベースから記事を入手した場合は、ページ数の後にデータベース名と URL、

参照日付も記入します。 

 

・ウェブサイトとウェブページの区別について、SIST02 では「ウェブページは個々の

ページのことを，ウェブサイトはウェブページの集合体を指す」3)と定義されていま

す。 

 

・ウェブサイトの著者名は、サイト名の近くや、画面下の「Copyright© △△」とい

う著作権表示、「このサイトについて」「著作権について」「サイトポリシー」などの

項目に記載されていることが多いようです。 

ウェブサイトについて 

著者名.▯“ウェブページの題名”.▯ ウェブサイトの名称.▯URL,▯(参照日付). 

．
ピリオド

 

 

著者名.▯記事タイトル.▯新聞名.▯発行年月日,▯朝夕刊の別,▯版,▯ページ数. 

 

ウェブサイト「東北大学附属図書

館」の中にあるウェブページ 

ウェブサイト「東北大学附属図書

館」の中にあるウェブページ 

ウェブサイト「東北大学附属図書

館」の中にあるウェブページ 

ウェブサイト「東北大学附属図書

館」 
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⑤辞書・百科事典の項目、白書の項目・統計資料のデータ 

 

 

 

（例）“相撲”.▯広辞苑.▯ 新村出編.▯第 6 版,▯岩波書店,▯2008,▯p.▯1523.            

（例）池田雅雄,▯向坂松彦.▯“相撲”.▯日本大百科全書(ニッポニカ).▯小学館.▯      
    ジャパンナレッジ,▯http://www.jkn21.com,▯(参照 2013-11-17).                 

・項目の執筆者名が不明な場合は、省略可能です。また、図書と同様に出版地は省略する

ことが多いようです。 

・ウェブ版の辞書・百科事典の場合、サイト名と URL、参照日付を記入します。出版年や

ページ数などが明記されていない時は省略可能です。 

 

（例）“第 5 章▯第 1 節▯3 出生率(合計特殊出生率)”.▯厚生労働白書.▯       
    厚生労働省監修.▯平成 24 年版.▯日経印刷,▯2012,▯p.▯92-93.                                

（例）“男女,年齢,スポーツの種類別行動者率”.▯社会生活基本調査.▯総務省統計局.▯   
    平成 23 年版,▯http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?bid=000001039113&cycode=0,▯   

    (参照 2013-11-17).▯                            
・白書の項目・統計資料のデータも、辞書・百科事典の項目に準じて記述します。 

・白書や統計資料を利用した場合は、いつの情報かということが重要なので版表示を忘れ

ないようにしましょう。 

 

 

 

 

 
引用文献  

1) 石黒圭. 論文・レポートの基本 : この 1 冊できちんと書ける!. 日本実業出版社, 2012,  

p. 197.  

2) 藤田節子. レポート・論文作成のための引用・参考文献の書き方. 日外アソシエーツ, 2009,  

p. 129.  

3) 科学技術振興機構. “SIST02 参照文献の書き方 2. 用語の意味”. SIST 科学技術情報流通 

技術基準.http://sti.jst.go.jp/sist/handbook/sist02_2007/main.htm,（参照 2013-11-17）. 

 

 
参考文献  

1) 藤田節子. レポート・論文作成のための引用・参考文献の書き方. 日外アソシエーツ, 2009,  

144p.  

2) 科学技術振興機構. “SIST02 参照文献の書き方”. SIST 科学技術情報流通技術基準. 

http://sti.jst.go.jp/sist/handbook/sist02_2007/main.htm,（参照 2013-11-17）. 

3) 二通信子ほか. 留学生と日本人学生のためのレポート・論文表現ハンドブック. 東京大学出版 

会, 2009, 218p.  

4) 石井一成. ゼロからわかる大学生のためのレポート・論文の書き方. ナツメ社, 2011, 215p.  

項目の執筆者名.▯“項目名”.▯事典名.▯事典の編者名.▯版表示,▯出版者,▯出版年,▯ 
ページ数. 
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第 7章 実 習 問 題 
 引用、参考文献                              

 

問題 1．次の引用文について、引用の仕方として修正すべき点を指摘してください。 

 

① 酒井 1)は以下のように指摘している。 

 

     「誰かが調査して報告したからこそ、情報として利用可能になっているのだ。

ある特定の文献のおかげで知り得たことなので、引用が必要である。他の例も

見ていこう。 

まずは引用が必要な例からだ。」 

 

  つまり、誰もが知っている自然現象や一般常識については引用の必要がなく… 

 

（修正すべき点） 

 

 

 

② 酒井 1)は以下のように指摘している。 

  誰かが調査して報告したからこそ、情報として利用可能になっているのだ。ある特定

の文献のおかげで知り得たことなので、引用が必要である。他の例も見ていこう。 

まずは引用が必要な例からだ。 

  つまり、誰もが知っている自然現象や一般常識については引用の必要がなく… 

 

（修正すべき点） 

 

 

 

 

 

 

問題 2．次の引用文はレポートの中の一節です。引用文献の情報に下線を、レポート執筆者

の意見に波線を引いてください。 

 

① 八百長を断固として否定する考え 2)は、大相撲をスポーツととらえることに深く関係し

ている。 

 

② 八百長を断固として否定する考えは、大相撲をスポーツととらえることに深く関係し

ている 2)。 
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問題 3．次の一文は、石黒圭さんが『論文・レポートの基本 : この 1 冊できちんと書ける!』

という本の中で引用の問題点について指摘した一節です。この一文を使って、引用文を作

ってください。 

 

 

「論文を読んでいて困るのは、どこまでが他者の引用で、どこからが書き手本人の主張な

のかがわからなくなることです。」 

    ↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜引用文献＞ 

1) 酒井聡樹. これからレポート・卒論を書く若者のために. 共立出版, 2007, p. 138. 
2) はぎのすけ. 八百長を排すると大相撲の文化が損なわれるのかー大相撲の複層的構造か
ら考えるー．（全学教育授業「『レポート力アップ』のための情報検索入門」サンプルレ
ポート） 

3) 石黒圭. 論文・レポートの基本:この 1 冊できちんと書ける!. 日本実業出版社, 2012, p. 
199． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


